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このたびは、弊社の溶接ヘッド MH-21AC/31AC をお買い求めいただき、まことにありがとう

ございます。 

本製品を正しくお使いいただくために、この「取扱説明書」を最後までよくお読みください。 

また、お読みになった後はいつでも見られるところに大切に保管してください。 
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この取扱説明書は MH-21AC/MH-31AC 共通です。 

本文中の説明図では MH-21AC を使用しています。 
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特に注意していただきたいこと1.

安全上のご注意

ご使用の前に、この「安全上のご注

意」をよくお読みになって、正しく

お使いください。

・ここに示した注意事項は、製品を安

全にお使いいただき、使用者や他の

人々への危害や損害を未然に防止す

るためのものです。

いずれも安全に関する重要な内容で

すので、必ずお読みください。

・表示の意味は、次のようになってい

ます。

取り扱いを誤った場合、人が死亡または

重傷を負う危険が切迫して生じることが

予想されるもの。

取り扱いを誤った場合、人が死亡または

重傷を負う可能性が想定されるもの。

取り扱いを誤った場合、人が傷害を負う

危険が想定されるものおよび物的損害の

発生が想定されるもの。

Ā禁止āを表します。製品の保証範

囲外の行為についての警告です。

製品をお使いになる方に、必ず行

ってほしい行為を表します。

記号は、危険・警告・注意を促△

す内容があることを表します。

製品の内部にはさわらない

むやみに製品の内部をさわると、感電ややけどをするおそれがあります。

取扱説明書に記載されているメンテナンス以外の目的では、製品の内部にさ

わらないでください。

装置の分解・修理・改造は絶対にしない

感電や発火のおそれがあります。取扱説明書に記載されているメンテナンス

以外のことはしないでください。

1. 特に注意していただきたいこと

MH-21AC/31AC
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1. 特に注意していただきたいこと

MH-21AC/31AC

[電極棒］の間に手を入れない

溶接する際はĂ［ ］に手や指をはさまれないよう十分ご注意ください。電極棒

溶接作業中や溶接作業終了直後は、溶接箇所および電極部分にさわらない

ワークの溶接箇所やĂ［ ]［ ］などが高温になっています。やけ電極棒 アーム

どをするおそれがありますのでさわらないでください。

接続ケーブル類の端末処理には適切な工具（ストリッパーや圧着工具など）を

使用する

内側の銅線を傷つけないでください。火災や感電の原因となります。

電源コード、接続ケーブル類を傷つけない

踏みつけたり、ねじったり、引っ張ったりしないでください。電源コードや

接続ケーブルが破損し、感電や発火の原因となります。

傷ついた電源コードや接続ケーブル・プラグは使わない

感電・ショート・発火の原因となります。修理・交換が必要なときは、お買

い上げの販売店または弊社までご連絡ください。

コード・ケーブル類は確実に接続する

接続の仕方が不十分だと火災や感電の原因となります。

異常時には運転を中止する。

こげ臭い・変な音がする・非常に熱くなる・煙が出る、などの異常が現れた

まま運転を続けると感電や火災の原因となります。すぐにお買い上げの販売

店または弊社までご連絡ください。

ペースメーカを使用の方は近づかない

心臓のペースメーカを使用している方は、医師の許可があるまで操作中の溶

接機や溶接作業場所の周囲に近づかないでください。

溶接機は、通電中に磁場を発生し、ペースメーカーの作動に悪影響を及ぼし

ます。

作業用の衣服を着用する

保護手袋・長袖の服・革製の前掛けなどの保護具を使用してください。飛散

する散り（スパッタ）が、肌に直接当たるとやけどをします。

保護メガネを着用する

目に溶接時に発生する散り（スパッタ）を直接見ると目を痛めます。また、

入った場合は失明のおそれがあります。
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1. 特に注意していただきたいこと

MH-21AC/31AC

電源は、使用電圧に適した専用コンセントを使う

専用コンセント以外でのご使用は、火災や感電を引き起こすおそれがありま

す。

電源プラグは、ほこりを取り、刃の根元まで確実に差し込む

ほこりが付着していたり、差し込み方が不十分だと、発熱し発火の原因とな

ります。

電源プラグの抜き差しは、プラグ部分を持って行う

コード部分を引っ張って抜くと、電源コードが破損して感電や発火の原因と

なります。

長期間使用しないときは、電源プラグをコンセントから抜く

絶縁劣化により、感電や漏電・火災の原因になることがあります。

水をかけない

電気部品に水がかかると、感電やショートのおそれがあります。

しっかりした場所に設置する

製品が倒れたり、設置した場所から落ちたりするとけがの原因になります。

可燃物を置かない

とな溶接時に発生する散り（スパッタ）が、可燃物に当たると、火災の原因

ります。可燃物が取り除けない場合は、不燃性のカバーで覆ってください。

毛布や布などをかぶせない

使用中に毛布や布などをかぶせないでください。過熱して発火することがあ

ります。

消火器を配備する

溶接作業場には消火器を置き、万一の場合に備えてください。

保守点検を定期的に実施する

保守点検を定期的に実施して、損傷した部分・部品は修理してから使用して

ください。

この溶接機を、溶接以外の用途に使わない

指定の使用法以外の使い方は、感電や発火の原因となることがあります。
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1. 特に注意していただきたいこと

MH-21AC/31AC

取扱上のご注意

● 本製品はしっかりした場所に、倒れないよう設置してお使いください。

● 次のような場所を避けて設置してください。

・湿気の多い（湿度90%超）ところ

・ほこりの多いところ

・薬品などを扱うところ

・強いノイズ発生源が近くにあるところ

・40℃を超える高温や、5℃未満の低温になるところ

・結露するようなところ

● 接続ケーブルやコードの端末処理には適切な工具（ストリッパーや圧着工具など）

をご利用ください。その際に、内側の銅線を傷つけないようご注意ください。

● 製品外部の汚れは、やわらかい布または水を少し含ませた布で拭いてください。汚

れのひどいときは、中性洗剤を薄めたものかアルコールで拭き取ってください。

シンナーやベンジンなどは、変色や変形のおそれがあるので使用しないでください。

● [ ］の間に、工具やネジなどワーク以外のものをはさまないでください。故電極棒

障の原因となります。

● 本体内部にネジや硬貨などの異物を入れると、故障の原因となるのでおやめくださ

い。

● 本製品は、この取扱説明書に記載されている方法に従って操作してください。
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仕様および付属品3.
仕 様

MH-21AC MH-31AC項 目

１９.６～１３７.３N 無段調整式 ４９～２７４.５N 無段調整式電 極 加 圧 力

（２㎏f～１４㎏f） （５㎏f～２８㎏f）

バネ加圧方式 バネ加圧方式加 圧 方 式

φ６㎜ φ８㎜電 極 径

２０㎜ ２０㎜電極ストローク

８９㎜ ９９㎜最大ふところ深さ

足踏みペダル( )またはエア 足踏みペダル( )またはエア電 極 駆 動 方 法 MA-21 MA-21
加圧ユニット( )による 加圧ユニット( )によるMK-105A MK-105A

2000A（使用率 ２％時） 3000A（使用率 ２％時）溶 接 電 流

（交流式およびインバータ式） （交流式およびインバータ式）

３.５㎏ ５.５㎏製 品 質 量

外観図を参照のこと 外観図を参照のこと外 形 寸 法

・足踏みペダル（ ）およびエア加圧ユニット（ ）は オプションですMA-21 MK-105A
・溶接電流と使用率は、溶接電流＆使用率のグラフ（3-2ページ）を参照の上お使いください

付属品

下表の付属品がすべてそろっているか確認してください。

MH-21AC MH-31AC付 属 品 名 称

φ６㎜ ２ 本 φ８㎜ ２ 本電 極 棒

Ｍ８×４０ ２ 本 Ｍ８×４０ ２ 本六角穴付きボルト

Ｍ８ 用 ２ 個 Ｍ８ 用 ２ 個平 座 金

Ｍ８ 用 ２ 個 Ｍ８ 用 ２ 個バ ネ 座 金

Ｍ６用(呼び ５) １ 本 Ｍ６用(呼び ５) １ 本六 角 棒 ス パ ナ

Ｍ８用(呼び ６) １ 本 Ｍ８用(呼び ６) １ 本六 角 棒 ス パ ナ

１ 部 １ 部取 扱 説 明 書

3. 仕様および付属品

MH-21AC/31AC
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3. 仕様および付属品

MH-21AC/31AC

オプションアーム

MH-21AC MH-31AC名 称

電極径φ２用アーム ＰＣ１１７３７６５ －

（１１７３７６５）

電極径φ３用アーム ＰＣ１１７３７６６ ＰＣ１１７６６６０

（１１７３７６６） （１１７６６６０）

電極径φ４用アーム Ｚ－０１４２７－００１ ＰＣ１１７６６６１

（１１６８６６５） （１１７６６６１）

電極径φ５用アーム ＰＣ１１７３７６７ ＰＣ１１７６６６２

（１１７３７６７） （１１７６６６２）

電極径φ６用アーム － ＰＣ１１７６６６３

（１１７６６６３）

電極径φ８用アーム Ｚ－０１４２７－００２ －

（１０３６８９８）

上下共通部品です。上下でご使用の際には２個必要となります。・

上記オプション部品には、電極棒固定ネジは付属されていません。・
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3. 仕様および付属品

MH-21AC/31AC

溶接電流＆使用率のグラフ

ＭＨ－２１ＡＣ

(％)

(％)

ＭＨ－３１ＡＣ

使 用 率

溶

接

電

流

使 用 率

溶

接

電

流
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各部の名称とそのはたらき4.

図 ４－１

（材質：CrCu）①［電極棒]

スポット溶接用の電極棒です。

②［アーム］

を固定するホルダです。［電極棒］

③［アームホルダ］

を固定するホルダです。［アーム］

④［上部ホルダ］

加圧すると上下にスライドします。

お願い

作業中Ă①～④の金属部分に、ドライバーや針金などの金属製品が触れ

た場合、本製品に溶着されてしまうおそれがあります。

作業の際は、本製品の周りに金属製品を置かないでください。

10

0

5

① ② ③

④

⑧

⑤

⑦

⑥

⑨
⑫

⑪

⑬

⑭

⑮

⑩

2 4 6 8 0

4. 各部の名称とそのはたらき

MH-21AC/31AC
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4. 各部の名称とそのはたらき

MH-21AC/31AC

⑤［飾りナット］

エア加圧ユニットを取り付ける場合、このナットを取り外します。

⑥［加圧調整ツマミ］

加圧力を調整するツマミです。

⑦［ロックツマミ］

を固定するツマミです。［加圧調整ツマミ］

⑧［加圧目盛り］

加圧力を調整するときの目安となる目盛りです。

⑨［給電端子１]（ネジサイズ：Ｍ８）

２次ケーブルを接続する端子です。上側の電極へ給電します。

⑩［給電端子２]（ネジサイズ：Ｍ８）

２次ケーブルを接続する端子です。下側の電極へ給電します。

⑪［エア加圧ユニット取付穴]（４か所）

エア加圧ユニット （オプション）を取り付けるネジ穴です。使用しないときは、MK-105A
ゴムキャップをはめておいてください。

エア加圧ユニットの取付方法は、 （7-1㌻）を参照してく7.オプションユニットの取り付け
ださい。

⑫［シリンダ駆動ユニット取付穴］

シリンダ駆動ユニット シリーズ（オプション）の取り付けに使用します。MK-106A
シリンダ駆動ユニットの取付方法はĂ （7-5㌻）を参照し7.オプションユニットの取り付け
てください。

⑬［スタートスイッチ用端子台］

溶接コントローラのスタートケーブルを接続する端子台です。極性はありません。

電極加圧力が、あらかじめセットされた値になるとĂ内蔵のマイクロスイッチが閉路します。

⑭［ベース］

下側の電極への給電路および本製品の土台を兼ねています。

溶接電流は を導体としています。破損や、ケガの［ベース］

原因となりますので、作業中は の周りに時計、工［ベース］

具などの金属製品を置かないでください。

⑮［ベース固定用ネジ穴]（ネジサイズ：Ｍ８／深さ１５㎜）

を、作業台に固定するときに使用します。MH-21AC/31AC

お願い

は黄銅でできています。やわらかい材質なので、ネジを抜き［ベース］

差しする際は、ネジ山を破損させないよう十分注意してください。
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図 ４－２

⑯［電極棒固定ネジ］

を固定しているネジですÿ の交換や高さの調整時に緩めてください。［電極棒] ［電極棒］

⑰［アーム固定ネジ］

を固定しているネジですÿ の長さや の取り付け角度の調整［アーム］ ［アーム］ ［電極棒］

時に緩めてください。

⑱［アームホルダ固定ネジ］

を固定しているネジです。 の向きを調整するときに緩めてくだ［アームホルダ］ ［アーム］

さい。

⑯ ⑰

⑱

⑱

4. 各部の名称とそのはたらき

MH-21AC/31AC
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設置と接続5.
ご使用になる前に、以下の手順にしたがって を設置してください。MH-21AC/31AC

（１）設置場所を決めます

、溶接電源、溶接トランスそれぞれの設置場所を、作業性を考慮して決MH-21AC/31AC
めてください。

（２）固定用の穴をあけます

設置場所が決まりましたら、作業台に を固定するための穴加工を行いMH-21AC/31AC
ます。加工の際は、ヘッド取付用穴加工図（5-3～4㌻）を参照してください。

（３） を取り付けますMH-21AC/31AC

図 ５－１

付属の六角穴付きボルト(Ｍ８×４０)、平座金(Ｍ８用)Ăおよびバネ座金(Ｍ８用)を使用

して、作業台に を取り付けます。MH-21AC/31AC
取り付けにはボルトに適した工具を使用し、ヘッドがぐらつかないようにしっかりと固定

してください。

お願い

テーブルの厚みが３０㎜を超える（弊社製スイングペダル をMA-40
取り付けた場合を含む）場合は、別途取付ボルトをご用意ください。

（４）溶接コントローラおよび溶接トランスと接続します

作業台への取り付けが終わりましたら、 に溶接コントローラと溶接トMH-21AC/31AC
ランスを接続します。

接続は図 5-2 のように行ってくださいÿ作業の際は、各ネジăボルトăナットのサイズ

に適した工具を使用し、外れないようしっかりと締めてください。

厚みが３０㎜を超える
場合は別途ボルトが
必要です

スイングペダル
MA-40（別売）

平座金

バネ座金

六角穴付き
ボルト

［ベース固定用ネジ穴］へ

作業台

MH-21AC

5. 設置と接続

MH-21AC/31AC
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図 ５－２

お願い

にはĂ が付属しMH-21AC/31AC ［ ]［ ］スタートケーブル ２次ケーブル

ていません。別途ご用意ください。

（５) 電圧検出コード］を接続します［

インバータ式溶接装置やウェルド

チェッカーなどの電圧検出機能を

電圧検出お使いになるときはĂ「

を に接コード 電極固定ネジ」 ［ ］

続するか、または の近［ ］電極棒

くにタップ加工を行いネジ留めし

てください。

図 ５－３

012345

ＳＥＮＳ.ＩＮ

ＡＣ２２０Ｖ３φＩＮ ＷＥＬＤ ＴＲＡＮＳ

８８８８８８ SPECIFICATIONS

・INPUT VOLTAGE
：200VAC 1kHz/2kHz

・MAX.SECONDARY CURRENT
：4000Arms(at1kHz)

・MAX.SECONDARY VOLTAE
：3.0Vrms(at1kHz)

・MAX.DUTY CYCLE
：6%

スタート
ケーブル ２次

ケーブル

［MH-21AC］ ［IT-510A］［IS-217A］

図は接続の一例です。
詳しくはお使いになる
機器の取扱説明書を
ご覧ください。

電圧検出
コード

電極固定
ネジ(M6)

バネ座金

5. 設置と接続

MH-21AC/31AC
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ヘッド取付用穴加工図

MH-21AC

5. 設置と接続

MH-21AC/31AC
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ヘッド取付用穴加工図

MH-31AC

5. 設置と接続

MH-21AC/31AC
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ユーザメンテナンス6.
お願い

ここに書かれている作業は、ネジのサイズに合った工具を用いて行って

ください。調整が終わった後は、緩み、がたつきのないようしっかりと

ネジを締めてください。

（１）電極棒の高さ調整および交換方法

を、付属の六角棒スパナを[ ］電極棒固定ネジ

用いて緩め、 の高さを調整します［ ］電極棒

図 6-1参照)。(

[ ] ［ ］電極棒 電極棒固定ネジを交換する場合は

を緩めて、上または下方向に引き抜いてくだ

さい。

が抜けにくい場合は、マイナスドラ[ ］電極棒

イバまたは平板を のスリットに差［ ］アーム

し込み、図 6-2のように左右に押し広げると、

抜けやすくなります。

作業が終わった後は、ネジをしっかりと締めて

ください。

図 ６－１

図 ６－２

図 ６－３

緩む

締まる

[電極棒固定ネジ］
(M6）

六角棒
スパナ

［電極棒］

スリット

［アーム］
マイナス
ドライバ 穴が広がります

スリットを広げるとき
は、ドライバに少しず
つ力を加え、徐々にず
らしてください。
急に強い力を加えると､
[アーム]が傷ついたり
ゆがんだりします。

[アーム固定

ネジ］

スライド

[アーム］を引き出し過ぎると、作業
中に［電極棒］の位置がずれてしまう
おそれがあります。

の部分が［アームホルダ］に全部
かくれた位置を目安とし、[アーム］
をそれ以上引き出さないでください。

この部分が
見えなく
なったら
引き出すのを
止める。

6. ユーザメンテナンス

MH-21AC/31AC
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MH-21AC/31AC

（２)［アーム］の長さおよび［電極棒］の角度調整

を緩めると、図 6-3のように の長さと の[ ］ ［ ］ ［ ］アーム固定ネジ アーム 電極棒

角度が調整できます。

（３)［アーム］の向きの調整

[ ] ［ ] ［ ］ [ ］上部ホルダ ベース アームホルダ固定ネジ アームおよび 部の を緩めると、

の向きを調整できます(図 6-4参照)。

図 ６－４ 図 ６－５

(図 6-5参照)（４）加圧力の調整

[ ］ ［ ]① 加圧調整ツマミ ロックツマミを、手またはプライヤなどの工具で固定してĂ

を緩める方向に回しĂ のロックを解除します。［ ］加圧調整ツマミ

必要な加圧力になるようにĂ を調整しますÿ と加② 加圧調整ツマミ 加圧目盛り［ ］ ［ ］

圧力の関係はĂ“加圧力換算グラフ”(6-3㌻)を参考にしてください。

お願い

加圧力換算グラフは理論値を表しています。実際の加圧力を測定する場

合は、加圧力計またはバネばかりをお使いください。

を手またはプライヤなどの工具で固定して、 を③ 加圧調整ツマミ ロックツマミ[ ］ ［ ］

締める方向に回し、 をロックします。［ ］加圧調整ツマミ

［アームホルダ
固定ネジ］

緩む 締まる

［ロックツマミ］

[加圧調整ツマミ］

0

5

10 この面を

[加圧目盛り］

に合わせる

緩む 締まる
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6. ユーザメンテナンス

MH-21AC/31AC

加圧力換算グラフ

MH-21AC MH-31AC

お願い

加圧力換算グラフは理論値を表していますので、目安としてお使いくだ

さい。実際の加圧力を測定する場合は、加圧力計またはバネばかりをお

使いください。
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オプションユニットの取り付け7.
には、用途に合わせていろいろなオプションユニットが用意されています。MH-21AC/31AC

オプションユニットの取り付けは次のように行ってください。

また、各オプションユニットの仕様、詳しい取扱方法などは、それぞれの取扱説明書を

ご覧ください。

（１）エア加圧ユニットの取り付け

を目盛り“５”①[加圧調整ツマミ］

に合わせて、 で軽く［ロックツマミ]

固定します。

を取り外しĂエア加圧②[飾りナット］

ユニットに付属している六角ナット

をねじ込みます。 は、［飾りナット］

なくさないよう保管してください。

のサイズは、Ｍ８[飾りナット］

(２面巾１３㎜）です。

のゴム③[エア加圧ユニット取付穴］

キャップ（４個）を外してください。

キャップはネジ穴へ差し込んであり

ます。回さずに、上へ引き抜いてく

ださい。

図 ７－１

エア加圧ユニットを、図7-2のように の上にかぶせます。④ MH-21AC/31AC

図 ７－２

六角ナット
を付ける

5

10

①②

③

[飾りナット］
を外す

［MH-21AC］

［エア加圧
ユニット］

④
[加圧調整ツマミ]
に当たらないよう、
点線より下の位置
から差し込みます。

横から見た図

7. オプションユニットの取り付け

MH-21AC/31AC
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7. オプションユニットの取り付け

MH-21AC/31AC

ジョイント部分がシャフトの真上にきたら、⑤

MH-21AC/エア加圧ユニットの取り付け面と

のカバーが接触するまで、ジョイント31AC
部分をシャフトにねじ込みます(図 7-3参照)。

図 7-4を参考にして、ジョイント部分をしっ⑥

かりと固定してください。

付属の六角穴付きボルト（４本）で、エア加⑦

圧ユニットと を軽くネジMH-21AC/31AC
留めします。ボルトはきつく締め過ぎないで

ください(図7-4参照)。

シャフトの中心とエア加圧ユニットの中心が⑧

合うように、位置を調整します。

位置が決まりましたら、 で仮締めした六角⑨ ⑦

ボルトを、工具を使用してしっかりと締めま

す。

図 ７－３

図 ７－４

5

10

［エア加圧ユニット］

取
り
付
け
面

前
か
ら
見
た
図

［MH-21AC］

⑤

ジョイント
部分

シャフト

⑥

⑦

[エア加圧ユニット］
ジョイント部分

ジョイントのこの部分を
スパナなどで動かない
ように押さえながら、
ナットを矢印の方向へ
回して固定します。

ナット

六角穴付き
ボルト
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7. オプションユニットの取り付け

MH-21AC/31AC

ワーク形状や、使用する治工具に合わせ、 の高さを調整します(図 7-5)。⑩ [電極棒］

調整方法は、 の を参照してください。6. ユーザメンテナンス (１)

図 7-5を参照し、スピードコントローラのニードルを２つともいっぱいに開いてく⑪

ださい。

を手で押し下げ、 でワークをはさみます(図7-5参照)。⑫[上部ホルダ］ ［電極棒]

図 ７－５

ストッパーを回して位置を上下させ、受け座とのすき間が２㎜になるように調整します。⑬

調整後は、ロックナットでストッパーを固定し、アクリルカバーをかぶせます(図 7-5

参照)。

ストッパーの位置が決まりましたら、スピードコントローラのニードルを２つとも完全に⑭

閉じてください(図 7-5参照)。

このとき、上側の が上昇していることを確認してください。［電極棒］

⑪

ニードル

［スピードコントローラ］

開 閉

⑭

２㎜

ロック
ナット

ストッパー

［上部ホルダ］を
手で押し下げます。

［電極棒］の高さ
を調整します。

受け座

⑬

⑫

⑩

すき間を調整した後、
ロックナットで
固定し､アクリル
カバーを
かぶせます。
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7. オプションユニットの取り付け

MH-21AC/31AC

図 7-6を参考に、チューブをスピードコ⑮

ントローラにつなぎます。

シリンダ駆動ユニット シリMK-106A
ーズをご使用の場合は、電磁弁のポート

とシリンダ上側のスピードコントロＡ

ーラを、ポート とシリンダ下側のスＢ

ピードコントローラを、それぞれ接続し

ます(7-5㌻参照)。

シリーズ以外の電磁弁では、MK-106A
お使いになる製品の取扱説明書・仕様書

などをよくお読みください。

図 ７－６

チューブをしっかり持ってĂスピードコントロー⑯

ラの奥までゆっくりと差し込みます。差し込んだ

後でĂチューブを軽く引っ張り、抜けないことを

確認します。

間違えてチューブを差し込んだ場合はĂリリース

ブッシュを均等に押し込み、まっすぐ引き抜いて

ください(図 7-7参照)。

お願い

チューブはĂ図 7-6のように直角に切断してくださ

い。切り口が斜めになった場合はĂ切断し直してく

ださい。

チューブの配管が終わりましたら、元バルブを開⑰

き、レギュレータで圧力を 0.35MPa(3.57㎏f/ )á

に設定します。

図 ７－７

⑱ ニードル 上下速度スピードコントローラのニードルを開き、電磁弁を動作させ

て試運転を行います。ニードルの開閉で、電極の上下速度を 開 速

調整してください(右表参照)。 閉 遅

調整後は、ロックリング(図 7-7参照)でニードルを固定して

ください。

Ａ Ｂ

エア
加圧

ユニット

チューブ
の先端電磁弁

⑮

ニードル

ロックリング

リリース
ブッシュ

チューブ

⑯
均等に押し
込みながら
引き抜く
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7. オプションユニットの取り付け

MH-21AC/31AC

の背面の端子台に、ブザーまたは⑲ MH-21AC/31AC
テスターを接続します(図 7-8参照)。このときĂブザ

ーが鳴らないこと(テスターで導通がないこと)を確認

してください。

電極間にワークをセットし、試運転を行います。⑳

電極部分の上下動作を数回くり返してください。

がワークをはさんだときにブザーが鳴れば、[電極棒］

エア加圧ユニットの取付は完了です。

ブザーが鳴らないときは、ストッパーと受け座との間

が２㎜かどうか確認してください。

２㎜にしてもブザーが鳴らないときはĂすき間を０.５

～１mmほど広げてください。

図 ７－８

お願い

試運転を行う際は、必ず溶接電流を切ってください。一度に大きな溶接電流が流

れた場合、 の先端を破損するおそれがあります。［電極棒］

図 ７－９

ブザー

［スタートスイッチ
用端子台］

［MH-21AC］
背面

5

10

組込完成図
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（２）シリンダ駆動ユニット（ ）の取り付けMK-106A

図 ７－１０

溶接ヘッド背面右上の六角穴付きボルトを外します。①

外したボルトは、シリンダ駆動ユニットの取り付けに使用しますので、なくさな

いでください。

シリンダ駆動ユニットを、 に取り付けます。② MH-21AC/31AC
ユニットに付属のボルトと、 で外したボルトを使用して固定してください(図①

7-10参照)。

右上から外した

ボルト

ユニットに付属
しているボルト

MH-21AC背面

2 4 6 8 0

7. オプションユニットの取り付け

MH-21AC/31AC
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7. オプションユニットの取り付け

MH-21AC/31AC

図 ７－１１

電磁弁ポート ｽﾋﾟｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ

上 側A

下 側B

電磁弁の
ポート配置 ＡＢ

電磁弁のポートＡとスピードコン
トローラの上側、電磁弁のポート
Ｂとスピードコントローラの下側
をそれぞれ接続します。

リリース
ブッシュ

電磁弁(上から見た図)

電磁弁ポート

③

スピードコントローラ

2 4 6 8 0

③図 7 11を参考に、電磁弁の ă ポートと スピ- A B

ードコントローラとを、付属のチューブでつなぎ

ます。

チューブをしっかり持ち、スピードコントローラ

の奥までゆっくりと差し込みます。差し込んだ

後、チューブを軽く引っ張りĂ抜けないことを確

認します。間違えてチューブを差し込んだ場合

は、リリースブッシュを均等に押し込み、まっす

ぐ引き抜いてください(図 7 7Ă7 11参照)。- -
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MH-21AC/31AC

ユニット正面のエア取入口に、一次側チューブ④

を差し込みます(図 7-12参照)。

お願い

シリンダ駆動ユニットには、一次側配管用のチュ

ーブが付属していません。別途、外径φ6mm・内径

φ4mmのポリウレタンチューブをご用意ください。

図 ７－１２

チューブをつなぎ終わりましたら、元バルブを開き、レギュレータで圧力を 0.35MPa⑤

(3.57㎏f/ ) に設定します。á

スピードコントローラのニードルを開き、電磁弁⑥

ニードル 上下速度を動作させて試運転を行います。ニードルの開閉

で電極の上下速度を調整してください(右表参照)。

調整後は、ロックリング(図 7-7参照)でニードル 開 速

を固定してください。これで、シリンダ駆動ユニ

ットの取付は完了です。 閉 遅

エア
取入口

④
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外観図8.

MH-21AC

（単位：㎜）

6 16 20 54 (71) (6)
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10

(
2
8
7
)

4
0

70

2 4 6 8 0

8. 外観図

MH-21AC/31AC
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MH-31AC

（単位：㎜）

0

5

10

φ8

84

8 22 25 58

1 2 3 4 5
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8. 外観図

MH-21AC/31AC
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